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皆
さ
ん
、民
生
児
童
委
員
を
ご
存
知
で
す
か
。

町
内
や
２
、３
町
内
に
は
必
ず
一
人
お
い
で
に

な
り
ま
す
。厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
、

無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

民
生
児
童
委
員
は
、

自
ら
も
地
域
住
民
の
一

員
と
し
て
担
当
の
区
域

に
お
い
て
、
高
齢
者
や

気
に
な
る
世
帯
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
安
否
確

認
や
見
守
り
、
子
供
た
ち
へ
の
声
か
け
な
ど

行
っ
て
い
ま
す
。
医
療
や
介
護
の
悩
み
、
妊
娠

や
子
育
て
の
不
安
、
失
業
や
経
済
的
困
窮
に
よ

る
生
活
上
の
心
配
ご
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
必
要
な
支
援

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
専
門
機
関
と
の

つ
な
ぎ
役
に
な
り
ま
す
。
民
生
児
童
委
員
に
は

守
秘
義
務
が
あ
り
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
そ

の
他
、
各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
「
い
き
い
き

サ
ロ
ン
」
や
福
祉
事
業
に
も
参
加
協
力
し
て
い

ま
す
。

さ
て
、
大
正
６
年
に
岡
山
県
に
お
い
て
創
設

さ
れ
ま
し
た
済
世
顧
問
制
度
を
源
と
す
る
民
生

委
員
制
度
は
、
今
年
創
設
１
０
０
周
年
を
迎

え
ま
す
。
７
月
９
日
、
10
日
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
に
お
い
て
天
皇
陛
下
を
お
迎
え
し
、
創
設

１
０
０
周
年
記
念
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
の
大
会
長
は
富
山
県
民
生
児
童

委
員
協
議
会
長
の
得
能
金
一
会
長
が
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
今
年
３
月
の
役
員
改
選
で
全
国
民
生

委
員
児
童
委
員
連
合
会
の
会
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
富
山
県
の
誇
り
で
あ
り
名
誉
で

あ
り
ま
す
。
陰
な
が
ら
応
援
を
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
８
月
３
日
に
は
、

と
や
ま
オ
ー
バ
ー
ド
ホ
ー
ル
に
て
、
富
山

県
大
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。
是
非
成

功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

制
度
１
０
０
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
に
あ

た
り
、
私
た
ち
民
生
児
童
委
員
は
各
種
団
体
と

力
を
合
わ
せ
高
岡
市
民
の
誰
も
が
安
心
し
て
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
、
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方
の
か

ぎ
り
な
い
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
伴
家
持
が
歌
に
詠
ん
だ
「
荊や

ぶ

波な
み

の
里
」。

ゆ
か
り
の
地
は
今
の
砺
波
市
池
原
が
最
有
力

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
手
が
か
り
は
家
持
が

砺
波
郡
を
巡
行
し
た
東
大
寺
荘
園
の
古
地
図

２
面
の
中
に
あ
る
。

　

荘
園
図
に
有
力
手
が
か
り

今
の
砺
波
市
の
庄
川
右
岸
に
は
、
高
岡
市

中
田
地
区
に
隣
接
し
て
、
当
時
、
石
粟
村
、

伊い

加か

留る

岐ぎ

村
、
井
山
村
の
荘
園
が
北
北
東
か

ら
南
南
西
方
向
へ
つ
な
が
っ
て
並
ん
で
い
た
。

高
岡
市
中
田
地
区
に
隣
接
す
る
一
番
北
の

「
越
中
国
砺
波
郡
石
粟
村
官
施
入
田
地
図
」

（
７
５
９
年
作
成
、
奈
良
国
立
博
物
館
所

蔵
）に
は
、
条
里
の
東
側
の
空
白
部
分
に

〈
従
荊
波
往
紵
道
〉
と
書
か
れ
て
い
る
。
荊

波
や
紵

か
ら
む
し

集
落
へ
の
道
の
意
味
だ
そ
う
だ（『
古

代
荘
園
図
と
景
観
』
金き

ん

田だ

章あ
き

裕ひ
ろ

著
、
１
９

９
８
・
東
京
大
学
出
版
会
刊
）。
金
田
氏
は

旧
福
野
町
出
身
の
京
大
名
誉
教
授（
地
理
学
）

で
現
砺
波
散
村
地
域
研
究
所
所
長
。
日
本
の

荘
園
地
図
研
究
の
第
一
人
者
だ
。

一
番
南
側
に
位
置
す
る
「
越
中
国
砺
波
郡

井
山
村
墾
田
地
図
」（
７
６
７
年
作
成
、
正
倉

院
宝
物
）に
は
、
地
図
の
東
西
南
北
の
境
界

に
〈
南
蝮

た
じ
ひ

部べ

千
対
地
〉
と
あ
る
。

金
田
氏
に
よ
れ
ば
、
蝮
部
氏
は
砺
波
郡
の

有
力
氏
族
だ
っ
た
と
い
う
。
越
中
国
守
の
家

持
が
天
平
勝
宝
２（
７
５
０
）年
２
月
18
日
に

砺
波
郡
の
荘
園
を
訪
れ
た
際
、
突
然
の
風
雨

で
泊
め
さ
せ
て
も

ら
っ
た
家
の
主
、

郡
司
主
張（
四
等

官
の
事
務
官
）の

多た

治じ

比ひ

部べ
の

北ほ
く

里り

も

そ
の
氏
族
の
一
人

と
み
ら
れ
る
。

石
粟
村
と
井
山

村
の
地
図
に
は

ま
た
、〈
荊
波
神
〉

の
神
田
も
記
載
さ

れ
て
お
り
、
近
く
に
荊
波
の
里
や
荊
波
神
社

が
あ
る
根
拠
を
さ
ら
に
補
強
し
て
い
る
。

石
粟
村
、
伊
加
留
岐
村
、
井
山
村
は
今
の

砺
波
市
東
般
若
地
区
と
比
定
さ
れ
て
い
る
。

東
般
若
地
区
は
東
側
を
芹
谷
野
用
水
が

流
れ
、
さ
ら
に
東
に
は
芹
谷
野
段
丘
が

形
成
さ
れ
て
い
る
。
段
丘
に
は
和
田
川

ダ
ム
湖
、
そ
の
南
側
に
は
荊
波
神
社
が

鎮
座
す
る
池
原
地
区
も
あ
る
。
池
原
は

石
粟
村
の
東
南
方
向
、
井
山
村
の
東
方

向
に
あ
た
り
、
荘
園
地
図
の
位
置
関
係

は
現
在
の
地
図
と
ほ
ぼ
重
な
り
合
う
。

　

高
岡
も
式
内
社
と
歌
碑

　

や
ぶ
な
み
の
里
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る

荊う
ば
ら波
神
社
は
「
延
喜
式
内
社
」
の
社
格

を
も
つ
。
こ
れ
は
延
長
５（
９
２
７
）年

に
ま
と
め
ら
れ
た
「
延
喜
式
神
名
帳
」

に
記
載
の
「
官
社
」
を
指
す
。
一
社

の
み
の
は
ず
が
、
旧
砺
波
郡
に
は
荊
波
神
社

と
同
一
か
ま
た
は
縁
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る

「
論
社
」
が
５
社
あ
る
。
う
ち
砺
波
市
池
原
、

南
砺
市
岩
木
、
高
岡
市
和
田
の
３
社
が
延
喜

式
内
社
・
荊
波
神
社
を
今
も
名
乗
り
、
家
持

の
歌
碑
は
池
原
と
和
田
の
境
内
に
建
つ
。

「
伝
承
地
」
市
民
知
ら
ず

「
や
ぶ
な
み
の
里
」＝
砺
波
市
池
原
に
学
術

上
、
異
論
の
余
地
は
も
は
や
な
か
ろ
う
。
そ

れ
を
承
知
の
上
で
の
「
高
岡
」
の
冠
付
き
「
や

ぶ
な
み
駅
」
命
名
だ
と
い
う
。
根
拠
は
〈
伝

承
を
伝
え
る
地
の
ひ
と
つ
と
し
て
は
長
い
歴

史
が
あ
る
〉（
市
の
発
表
文
）。
そ
の
歴
史
を

市
民
の
多
く
は
聞
か
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。

（
北
日
本
新
聞
相
談
役

中
島
利
明
）
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高
齢
社
会
が
進
む

現
代
、
誰
も
が
直
面
す
る
介
護
や
看
護
に
つ

い
て
、ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合
う
講
座
「
み

ん
な
で
支
え
る
介
護
・
看
護
」
が
６
月
24
日
、

博
労
公
民
館
で
開
か
れ
た
。

こ
れ
は
、
市
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー（
柴

田
善
子
所
長
）と
、
県
男
女
共
同
参
画
推
進

員
高
岡
連
絡
会
博
労
地
区（
ミ
ニ
地
区
懇
談

会
）の
合
同
企
画

で
開
催
さ
れ
た
も

の
で
、
柴
田
所
長

は
「
世
の
中
に
は

男
女
共
同
と
い
う

も
の
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
こ

と
を
お
伝
え
す
る

の
が
当
セ
ン
タ
ー

の
役
割
で
す
が
、
今
回
の
よ
う
に
ミ
ニ
地
区

懇
談
会
と
の
合
同
企
画
は
、
皆
さ
ん
が
心
を

開
い
て
話
す
こ
と
に
と
て
も
合
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

こ
の
日
受
講
し
た
の
は
、
30
代
か
ら
80
代

の
男
女
34
人
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
サ

ポ
ー
ト
活
動
を
し
て
い
る
「
ふ
ぁ
ん･

ふ
ぁ

し
い･

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
の
岸
靖
久
代
表
が
「
ワ
ー

ル
ド･

カ
フ
ェ
」
と
い
う
手
法
を
使
っ
て
進

行
役
を
務
め
た
。
ワ
ー
ル
ド･

カ
フ
ェ
と
は
、

カ
フ
ェ
に
い
る
よ
う
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰

囲
気
の
中
で
、
４
～
５
人
が
一
グ
ル
ー
プ
に

な
り
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て
本
音
で
話
し
合
う

と
い
う
も
の
。
何
回
か
席
替
え
も
あ
り
、
違

う
人
と
話
し
合
い
を
繰
り
返
す
こ
と
で
相
互

理
解
や
知
識
を
深
め
て
い
く
。
今
回
は
共
有

の
メ
モ
用
紙
も
用
意
さ
れ
、
皆
自
由
に
書
き

出
し
て
い
た
。
岸
さ
ん
は
「
い
ろ
ん
な
人
の

話
を
聞
く
こ
と
で
、
こ
こ
が
新
し
い
気
づ
き

の
場
所
に
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
た
。

最
初
は
、「
自
分
が
い
つ
認
知
症
に
な
る

か
不
安
」「
介
護
は
終
点
が
見
え
な
い
か
ら

つ
ら
い
」
な
ど
悩
み
ご
と
の
話
が
多
か
っ
た

が
、
徐
々
に
介
護
士
さ
ん
の
活
用
法
や
介
護

す
る
側
の
時
間
の
作
り
方
な
ど
具
体
的
な
話

も
出
て
き
て
、「
他
の
家
の
人
の
話
が
聞
け
、

自
分
の
家
の
話
も
で
き
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
、

前
向
き
な
発
言
が
増
え
て
い
っ
た
。

受
講
後
参
加
者
ら
は
「
介
護
や
看
護
に
は

正
解
は
な
い
」
こ
と
を
理
解
し
、
い
ろ
い
ろ

な
話
の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
気
持
ち
を
明
る

く
し
て
く
れ
る
手
が
か
り
を
見
つ
け
た
よ
う

だ
っ
た
。
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住
民
が
心
を
開
き
、気
づ
く
場
に
!

介護や看護について話し合うリ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

民
生
児
童
委
員
の
活
動

高
岡
市
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会

会
長

廣
瀬
哲
丈

砺波市池原の荊波神社。家持ゆかりの「やぶなみの里」と
される

越中国砺波郡石粟村官施入田地図＝奈良国立博物館蔵

違う年代、違う立場の男女がざっくばらんに�
話し合う様子� （右は受講者のメモ書き）



第 223 号 ま い た う ん 平成 29 年 7 月　（ 2 ）

二
上
山
の
「
二
上
」
は
「
二
神
」

で
、
二
柱
の
神
の
意
味
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
二
上
山
が
二
つ
の
峰
を

も
つ
山
容
と
か
か
わ
る
。
お
そ
ら

く
は
、
二
つ
の
峰
の
そ
れ
ぞ
れ
に

神
が
降
臨
す
る
こ
と
に
よ
る
と
思

わ
れ
る
。

こ
の
二
つ
の
峰
と
は
二
上
山（
標
高
２
７
３

㍍
）と
そ
の
西
に
位
置
す
る
城
山

（
２
５
９
㍍
）だ
。
奈
良
県
の
二に

上
じ
ょ
う

山さ
ん

も
同
様
の
山
容
と
由
来
を
も
つ
。

写
真
①
は
下
石
瀬
の
庄
川
堤
防
か

ら
撮
っ
た
二
上
山
だ
。
二
上
山
は
真
正
面
に

そ
び
え
、
そ
の
全
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
、
二
上
山
の

尾
根
が
走
る
方
向
に

よ
る
と
思
わ
れ
る
。
城
山
―
二
上
山
を
結
ぶ

尾
根
は
ほ
ぼ
南
西
―
北
東
方
向
に
あ
る
。

だ
か
ら
、
そ
の
尾
根
筋
か
ら
90
度
振
っ
た

南
東
方
向
の
下
石
瀬
か
ら
二
上
山
は
真
正
面

に
見
え
る
。
下
石
瀬
の
背
後
に
広
が
る
の
は

射
水
平
野
だ
。
二
上
山
は
射
水
平
野
に
臨
む

山
と
い
え
る
。

写
真
②
は
長
慶
寺
付
近
か
ら
撮
っ
た
写
真

だ
。
城
山
が
手
前
に
、
二
上
山
が
そ
の
奥
に

隠
れ
る
よ
う
に
見
え
る
だ
け
で
、
全
容
は
見

え
な
い
。
長
慶
寺
の
背
後
に
広
が
る
の
は
砺

波
平
野
で
あ
り
、
同
平
野
の
西
部
か
ら
だ
と

山
頂
す
ら
見
え
な
い
の
だ
。
二
上
山
は
砺
波

平
野
に
臨
む
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

二
上
山
を
ご
神
体
と
し
て
祭
っ
て
い
る
の

は
射
水
神
社
だ
。
現
在
は
古
城
公
園
の
一
画

に
射
水
神
社
が
あ
り
、
二
上
山
の
麓
に
は
二

上
射
水
神
社
が
鎮
座
す
る
。
元
は
二
上
の
こ

の
地
に
あ
り
、
古
城
公
園
の
も
の
は
明
治
の

初
め
に
二
上
か
ら
勧
請
さ
れ
た
も
の
だ
。

二
上
射
水
神
社
は
「
射
水
」
の
名
を
冠
し

て
い
る
よ
う
に
、
射
水
郡
域
を
信
仰
圏
と
す

る
神
社
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
江
戸
時
代
に
高

岡
町
付
近
は
射
水
郡
に
属
し
、「
二
上
ノ
庄
」

と
呼
ば
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
射
水
神
社
の
信

仰
圏
で
あ
っ
た

こ
と
が
裏
付
け

ら
れ
る
。

そ
の
例
と
し

て
、
富
山
市
本

郷
や
中
沖
に

「
二
上
神
社
」

が
存
在
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
神
社

は
、
射
水
神
社
の
「
二
上
神
」
の
分
神
を
祭

っ
て
い
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
地
域
は
射
水
平
野
の
南
東
端
に

あ
た
り
、
寒
江
郷
と
よ
ば
れ
た
。
古
代
に
は

射
水
郡
に
属
し
て
い
た
が
、
や
が
て
郡

内
の
放
生
津
八
幡
宮
や
加
茂
社
な
ど
の

信
仰
が
広
が
り
、
二
上
山
へ
の
信
仰
は

忘
れ
ら
れ
て
い
き
、
寒
江
郷
だ
け
に
残

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
付
近
は
二
上
山
の
真
正
面
に
あ
た
り
、

射
水
平
野
ご
し
に

そ
の
全
容
を
望
む

こ
と
が
で
き
る
。

補
足
な
が
ら
、
射

水
地
域
外
で
も
立

山
町
下
鉾ほ

こ

木の
き

に
も

二
上
神
社
が
あ
る

と
い
う（『
越
中
二

上
山
と
国
泰
寺
』）。

信
仰
圏
は
か
な
り

広
が
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

（
美
宅
雅
利
）

◆
海
、
な
ん
と
多
彩
な
…

沖
合
の
船
に
人
影
、
浜
辺
の
釣
り
人
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
狙
う
カ
メ
ラ

マ
ン
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
集
団
、
気
の
早

い
海
水
浴
客
、
色
と
り
ど
り
の
テ
ン
ト

を
張
っ
て
過
ご
す
キ
ャ
ン
プ
場
の
住
人

た
ち
…
。
７
月
の
第
２
日
曜
日
、
午
前
７
時
頃
の

雨
晴
海
岸
は
、
海
を
楽
し
む
人
達
で
賑
わ
っ
て
い

た
▼
愛
犬
と
の
散
歩
を
楽
し
も
う
と
Ｊ
Ｒ
氷
見

線
雨
晴
駅
の
駐
車
場
に
車
を
止
め
、
氷
見
線
沿

い
に
義
経
岩
ま
で
戻
り
、
砂
浜
や
岩
場
を
行
き

来
し
て
海
辺
を
の
ん
び
り
歩
い
た
。
空
は
薄
い

水
色
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
で
、
か
す
か
に
残
る

朝
日
は
薄
紅
色
の
細
い
線
を
描
い
た
。
万
葉
の

時
代
も
こ
う
だ
っ
た
の
か
な
、
と
思
い
を
馳
せ

た
▼
夏
休
み
に
入
れ
ば
子
ど
も
達
が
は
し
ゃ
ぐ

海
水
浴
場
に
は
、
釣
り
人
の
姿
が
あ
ち
こ
ち
に

見
ら
れ
た
。
始
め
た
ば
か
り
と
い
う
20
代
の
女

性
は
、「
釣
具
屋
さ
ん
で
教
え
て
も
ら
っ
て
来
た
。

ビ
ギ
ナ
ー
ズ
ラ
ッ
ク
で
キ
ス
が
い
っ
ぱ
い
釣
れ

た
」
と
言
っ
て
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
う
れ

し
そ
う
に
開
け
て
見
せ
て
く
れ
た
。
北
日
本
新

聞
社
刊
の
「
改
訂
版
富
山
の
海
釣
り
入
門
」
に
は
、

「
砂
浜
に
は
キ
ス
や
カ
レ
イ
な
ど
が
広
範
囲
に
い

る
。
チ
ョ
イ
投
げ
で
狙
え
る
の
で
、
初
心
者
に
最

適
。
６
、７
月
が
よ
く
釣
れ
る
」
と
あ
り
、
納
得

し
た
▼
松
太
枝
浜
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
と
、

見
覚
え
の
あ
る
「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
」

の
旗
を
発
見
。
魚
津
で
開
催
さ
れ
た
全
国
植
樹

祭
に
招
待
さ
れ
た
県
内
の
グ
ル
ー
プ
に
配
布
さ

れ
た
も
の
だ
。
こ
の
日
出
会
っ
た
の
は
、
雨
晴

海
岸
の
飛
砂
防
備
保
安
林
の
保
全
と
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
「
波な

樹ぎ

沙さ

」
の
皆
さ
ん
。
暑
い

中
、
下
草
刈
り
に
精
を
出
し
て
い
た
。「
奥
の
細

道
景
勝
地
指
定
も
受
け
た
の
で
、
美
化
に
も
努
め

た
い
」
と
話
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
二
上
山
万
葉
植
物

園
の
整
備
活
動
を
紹
介
し
て
、「
お
互
い
に
励
み

ま
し
ょ
う
」
と
お
近
づ
き
に
な
っ
た
。
８
時
頃
に

は
太
田
地
区
の
方
だ
ろ
う
か
、
大
勢
の
人
が
集
ま

っ
て
き
て
、
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
始
め
た
。「
ご

苦
労
様
で
す
」と
声
を
か
け
た
▼
17
日
は
海
の
日
。

美
し
い
海
は
大
勢
の
人
の
善
意
と
実
行
で
守
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
海
の
魅
力
に
触
れ
、

海
を
大
い
に
楽
し
み
た
い
。

（
大
川
昭
子
）

夕
立
だ

車
の
窓
の

閉
め
忘
れ宮

野

ひ
な

山
車
か
つ
ぐ

お
じ
さ
ん
の
汗　

光
っ
て
る

清
水
飛ひ

ゅ
う
が

勇
冴

梅
雨
さ
わ
ぐ

か
え
る
と
雨
の　

合
唱
だ

松
本

妃
奈

平
泳
ぎ

プ
ー
ル
の
か
え
る
と　

入
道
雲

中
屋

幸
恵

は
っ
け
よ
い

ぶ
つ
か
る
汗
の

ビ
ッ
グ
バ
ン

本
田

悠
真

扇
風
機

振
り
子
の
よ
う
に

ひ
と
り
じ
め

杉
井

咲
紀

水
た
ま
り

あ
じ
さ
い
映
る

万
華
鏡

西
部

依い

音お

ク
ー
ラ
ー
Ｏ
Ｎ

熱
気
と
冷
気
の

大
相
撲

髙
木

陽は
る

登と

お
に
ぎ
り
が

お
い
し
か
っ
た
が

負
け
ま
し
た

曾
根
功
太
郎

大
会
で

オ
レ
の
時
だ
け

雨
ば
っ
か

五
十
嵐

翔

飛
び
込
み
で

ゴ
ー
グ
ル
取
れ
て

大
失
速

吉
岡

充
喜

組
み
合
っ
て

押
し
出
し
投
げ
て

勝
利
へ
と

井
上
あ
す
か

あ
じ
さ
い
が

雨
に
う
た
れ
て

歌
作
る

高
澤

な
な

友
達
と

あ
そ
ぶ
約
束

梅
雨
の
空田で

ん

紗さ

彩や

こ
い
の
ぼ
り

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て

動
き
出
す

苗
加

知ち

歩あ
ゆ

新
緑
に

街
が
染
ま
れ
ば

夏
が
来
る

吉
村

美
里

掲載広告随時募集中!� ●1枠（6×12.1cm）1回20,000円（税別）　●2枠（12.1×12.1又は6×24.2cm）1回40,000円（税別）　●長期契約割引特典有

　生クリーム屋さんの生乳を使用し
た濃厚なソフトに、店内で抽出した
エスプレッソの苦味を合わせたモカ
ソフトを使用した一品。
モカソフトはコーヒーの風味が高

く、口どけも良い。ブラウニーなど
トッピングも豪華だが、カップの中
もコーヒーゼリーやスポンジなど
ギッシリ詰まった大満足の品。１個
600円。
ソフトクリーム

やパルフェの他、
自家製シロップを
使用した「大人ジ
ンジャーエール」、

「優雅なレモンスカッシュ」などド
リンク類も充実している。
２階のラウンジには11テーブル、

30席あり、飲食のみでも利用できる。
オトナカフェで優雅なひとときを過
ごしてみませんか。
　営業時間は平日が午前10時～午後
５時、土・日・祝が午前10時～午後
６時。定休日は月曜日。

今 月の  一品

の
風
景

の
風
景

道
草
く
ら
ぶ
報
告

道
草
く
ら
ぶ
報
告

と
つ

ペン ぺん草ペン ぺん草

←金沢←金沢

昭和町 昭和町
二丁目

↓高岡駅

富山→富山→
GS
●

●ケーズ
　デンキ

GS
●

●
ヤマダ電機

★
8

オトナカフェ
moca moca
富山トヨペットＧスクエア
高岡中央店1F

今 月の  一品
オトナカフェ mモ カoca mモ カoca

ソフトクリームの店
の

モカモカティラミスパルフェ
美幸町1―1―72

富山トヨペットＧスクエア高岡中央店内1F
☎23―6335

〔
訂
正
〕
６
月
号
「
こ
ど
も
文
芸
」
の
上
平
小
学
校
・
道
宗
慧
人
は
、
惠
人
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

第２部・二上山とその周辺

信仰圏の広がり

40射
水
平
野
に
臨
む

富
山
市
、立
山
町
に
も「
二
上
神
社
」

写
真
②
城
山
が
間
近
に
見
え
、

二
上
山
山
頂
は
後
方
に
控
え
る

＝
長
慶
寺
よ
り

中沖

本郷

長慶寺

射水神社

二上
射水神社

下石瀬

富 山 湾▲二上山

▲
160

415

8

新高岡駅

高岡駅

小矢部川
庄川

城山

写真①真正面から見た二上山＝下石瀬から

こ
ど
も
文
芸

博
労
小
学
校

６
年
生

俳

句

富山市本郷の二上神社。古代射
水郡の名残とみられる
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私
達
の
舘
川
町
自
治

会
は
駅
南
１
丁
目
か
ら

３
丁
目
ま
で
の
範
囲
で
、

下
関
地
区
21
の
自
治
会

の
中
の
一
つ
で
す
。１
２
４
軒
の
正
会
員
の
他
、

数
十
軒
の
集
合
住
宅
や
事
業
所
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
名
前
の
由
来
は
江
戸
時
代
に
中
川
村

だ
っ
た
当
時
、
地
方
行
政
施
設
の
「
中
川
村
字

館
」
に
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。「
川
」
と

字
館
の
「
館
」
を
合
成
し
た
も
の
で
す
。

　

私
が
昭
和
50
年
に
舘
川
町
に
引
っ
越
し
て
来

た
時
、
下
関
小
学
校
よ
り
南
方
は
田
畑
ば
か
り

で
し
た
。平
成
27
年
に
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
、

い
ま
や
駅
南
ゾ
ー
ン
は
著
し
く
開
発
さ
れ
、
高

岡
駅
と
新
高
岡
駅
間
の
交
通
網
も
整
備
さ
れ
て

随
分
便
利
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
町
の
平
均
年
齢
は
51
歳

と
高
齢
化
が
進
み
班
員
の
構
成
が
歪
に
な
っ
て

き
た
の
で
、２
年
前
に
班
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
充
実
し
た
自
治
会
活
動
を
行
う
の
に
世

代
交
代
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

越
砺
由
理
子

私
達
は
毎
週
水
曜
の
午
前
中
に
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
会
は
昭

和
59
年
に
発
足
し
、
先
輩
た
ち
か
ら
受
け
継

が
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
恒
例
の「
ひ

な
ま
つ
り
の
集
い
」「
緑
の
風
に
さ
そ
わ
れ

て
」「
公
民
館
祭
り
」
に
協
力
す
る
な
ど
充

実
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
親
睦
と
ぼ
け

防
止
、
体
力
維
持
と
と
も
に
さ
ら
な
る
ミ
ニ

世
界
旅
行
を
楽
し
む
時
間
を
共
有
で
き
れ
ば

最
高
で
す
。

中
條

初
美

発
会
か
ら
33
年
…
。

世
界
の
美
し
い
音
楽
と
と
も
に
民
俗
の
踊

り
を
お
ど
る
。

そ
れ
は
、
人
と
の
出
会
い
が
貴
重
な
体
験

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

県
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
事
業
の
参
加
。

全
国
ス
ポ
レ
ク
や
全
国
レ
ク
大
会
で
の
デ
モ

出
演
等
、
充
実
の
時
間
を
仲
間
と
持
て
る
こ

と
は
大
き
な
喜
び
で
す
。

年
齢
も
環
境
も
違
う
会
員
、
行
事
ご
と
に

絆
は
深
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
の
穏
や
か

な
時
間
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
過
ご
せ
た
ら

幸
せ
で
す
。

お
お
と
り
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

　

指
導
者

中
條　

初
美

会

員

澤
田

悦
子

早
川
恵
美
子

塚
本

映
子

吉
田

朋
子

村
井

朝
子

越
砺
由
理
子

島
崎

朝
子

坂
本

悦
子

筏
井

悦
子

中
川

玲
子

　ご当地ラーメンとして人気の「高岡グリーン
ラーメン」と「高岡にんじん担々麺」を提供する
初の直営店「緑菜軒」が、４月に小馬出町の山町
ヴァレー内にオープンした。地元市民を初め、５
月の御車山祭以降は県内外からの観光客も増えて
きているとか。
　夜は居酒屋風ラーメン店の顔も持ち、メニュー
には和・洋・中華の一品料理も加わる。「遠方か
ら訪れた友人や親せきの方に、食で高岡を案内し
ては…」と広報担当の神島孝介氏は話す。

高岡産野菜を使ったラーメンはいかが

　鮮やかな緑。初めての人にはかなりのインパクト
がある。
　富山県全体の約９割の生産量を誇る鮮度も品質も
最高級の高岡産ほうれん草をふんだんに使用した
「高岡グリーンラーメン」（800円）。
　ペースト状にしたほうれん草を白

パイ

湯
タン

スープに溶か
し込んでいる。ほうれん草特有の苦みは気になら�
ず、まろやかでやさしい味に仕上がっている。あっ
さり系。
　食べ方にも工夫がされていて、１杯で３回の味の
変化が楽しめる。
　最初はそのままの味を。次に柚子胡椒をお好みの
量だけスープに溶かしていただく。スープが引き締
まり、風味豊かでさっぱりした味わいになる。最後
に辛味噌をスープに混ぜる。好みの量になるまで少
しずつ加えるのがポイント。全部入れれば、身体が

ポカポカしてきて汗も噴き出す。「暑い夏こそ熱い
ものを！」派におすすめ。
　「高岡にんじん担々麺」（800円）は、高岡産にんじ
ん（京くれない）をペースト状にして味噌スープに溶
かし込んでいる。京くれないはカロテンやリコピン
を多く含む品種で、甘みが強いのが特徴。担々麺の
辛さとにんじんの甘みが絶妙にマッチして、旨い。
どちらも６月からトッピングがバージョンアップ
し、評判を呼んでいる。

夜は居酒屋風ラーメン店に！

　夜のメニューには手作り焼餃子（400円）や特製唐
揚げ（600円）他、牛肉とこんにゃくのしぐれ煮、長
芋と豚バラの味噌煮など、お酒に合う小鉢料理も用
意されており、居酒屋感覚で利用する常連客も増え
ている。
　店内は入ってすぐにカウンター席、奥に８人ほど
が座れるテーブル席がある。
　木・金・土曜日の夜営業はグループ、団体、女子
会などの貸し切りにも対応している。気軽に相談し
てほしいとのこと。

材料（2人分）
はんぺん···················1枚
カニかま···················2本
とろけるチーズ·········大さじ2
マヨネーズ················大さじ½
片栗粉·······················大さじ1
パセリ·······················少々

はんぺんマヨチーズ焼き

❶·すべての材料をポリ袋に入れて、手でもみ込む。
❷·①を食べやすい大きさに丸める。
❸·フライパンにサラダ油（少々）を引いて、両面をこん
がり焼く。

❹·パセリをかける。
★·そのままで食べてもおいしいが、しょうが醤油など
お好みの薬味もおすすめ！合わせる食材でいろいろ
アレンジできますよ！

会
長
さ
ん
舘
川
町
自
治
会

高
田
博
文
さ
ん

▼食で高岡を案内できる「高岡グリーンラーメン」と「高岡にんじん坦々麺」

お店
紹介
お店
紹介

店長さん、教えて! レシピ

住�小馬出町6　　電�24–8950
営�火：午前11時～午後2時30分
　水･日：午前11時～午後5時
　木･金･土：午前11時～午後2時30分、午後6時～同10時
休�月曜日　　 P �付近の観光駐車場などに駐車可能

★麵処
緑菜軒

万葉線片原町

木舟町

富山第一
銀行　●

菅野家
●

山町筋
観光駐車場

P

156

64

↓高岡駅

↑R8

麵　 処 緑 菜 軒
▲グループでの飲食も楽しめるカフェ風の店内

我ら、
チーム!
我ら、
チーム!
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ま
い
た
う
ん
川
柳
ひ
ろ
ば

ま
い
た
う
ん
川
柳
ひ
ろ
ば

㈱北日本新聞サービスセンター
高 岡 本 社
TEL(21)2288
KS高岡丸の内
TEL(23)5260
K S高岡南部
TEL(22)4378
K S 福 岡
TEL(64)1081
北日本新聞野村販売店
TEL(26)7738

上
平
地
区
皆か

い

葎
む
く
ら

集

落
の
「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ

‐
Ｙ
Ａ（
山
下
や
）」
は
、

な
に
げ
な
い
日
常
的
な

山
の
暮
ら
し
が
体
験
で

き
る
こ
と
が
口
コ
ミ
で

広
が
り
、
海
外
か
ら
の

旅
人
も
多
い
。
壁
に
は
、

滞
在
者
が
表
現
し
た
ア
ー
ト
作
品
な
ど
も
残

さ
れ
て
お
り
、
自
由
で
開
放
的
な
雰
囲
気
が

居
心
地
の
良
さ
を
感
じ
さ
せ
る（
写
真
）。

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
共
有
部
分
が
多
い
の
で

宿
泊
費
が
安
く
、
気
軽
な
交
流
ス
ペ
ー
ス
で

は
オ
ー
ナ
ー
や
宿
泊

客
と
お
し
ゃ
べ
り
も

楽
し
め
る
の
で
、
自

宅
で
過
ご
す
よ
う
な

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
施

設
と
い
え
る
。

い
つ
も
は
ホ
テ
ル

派
の
人
も
、「
も
の
は
試
し
だ
」
と
い
う
気

持
ち
で
利
用
し
て
み
て
は
。
い
つ
も
と
違
っ

た
出
会
い
や
心
に
残
る
経
験
が
で
き
る
か
も

…
。
お
問
い
合
わ
せ
は
☎
０
７
６
３（
７
７
）

３
２
６
４
へ
。
お
得
な
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｆａｃｅ
ｂｏｏ
ｋ
で
も
配
信
中
。http://

w
w
w
.gokayam

a-yam
ashitaya.com

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

福
岡
町
の
ミ
ュ
ゼ
ふ
く
お
か
カ
メ
ラ
館
で

８
日（
土
）、「
と
や
ま
室
内
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
７

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー

ト
―
ｈ
ⅰ
ｂ
ⅰ
ｋ
ⅰ
―
」
が
開
か
れ
た
。

同
コ
ン
サ
ー
ト
は
４
年
前
に
始
ま
り
、
同

館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
会
場
に
年
４
回
開
か
れ

て
い
る
。
今
回
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ

ラ
、
チ
ェ
ロ
の
弦
楽
四
重
奏
の
ア
ル
ネ
ア
・

カ
ル
テ
ッ
ト
が
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
や
ス
メ
タ
ナ

の
曲
を
演
奏
し
た
。

「
当
館
は
建
築
家
安
藤
忠
雄
氏
が
設
計
し

た
こ
と
で
も
有
名
で
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
建

築
、
写
真
、
音
楽
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

て
当
館
な
ら
で
は
の
演
出
に
な
っ
て
お
り
、

来
場
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

音
響
の
良
さ
に
も
定
評
が
あ
る
の
で
す
よ
」

と
田
嶋
友
亮
主
幹
は
話
す
。
会
場
は
満
席
で
、

何
回
か
来
て
い
る
と
い
う
人
は
「
近
い
距
離

で
生
の
演
奏
が
聴
け
る
の
が
魅
力
。
と
て
も

贅
沢
な
時
間
だ
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

次
回
は
８
月
12
日（
土
）午
後
２
時
か
ら
松

本
ち
こ
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
。
曲
目
は

ひ
こ
う
き
雲
な
ど
。
お
問
い
合
わ
せ
は
同
館

☎（
６
４
）０
５
５
０
へ
。

お
笑
い
タ
レ
ン
ト
の
に
し
の
あ
き
ひ
ろ

（
西
野
亮
廣
）
さ
ん
の
絵
本
の
世
界
を
紹
介

す
る
「
え
ん
と
つ
町
の
プ
ペ
ル

光
る
絵
本

展
in
高
岡
」
が
８
日
、
９
日
福
岡
町
荒
屋
敷

の
「
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

第
13
回
自
治
会
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

が
６
月
18
日
に
開
催
さ
れ
、
22
の
チ
ー
ム
が

出
場
し
て
熱
戦

を
繰
り
広
げ

た
。
結
果
は
次

の
通
り
。

▼
優
勝
＝
蓮
花

寺
新
町
（
瀬
戸

雅
夫
、
坂
倉
正

伸
、篠
原
文
雄
、

大
沢
武
）▼
２

位
＝
野
村
第
２

　『二上山万葉植物園整備事業』
（森林ボランティアグループ･グ
リーンサポート十夢草野の会主

催、北日本新聞社共催、北日本新聞サービスセ
ンター特別協力、高岡フラワーライオンズ協力）
は７月８日（土）参加者20人で行った。
【作業】
①�十夢草野の会が高岡開町400年を記念して植
樹したフタカミザクラは再起不能と判断し、
枯れた梅と共に掘り起こした。

②�小矢部園芸高校から提供を受けたエゴノキ、
ノカンゾウ、オミナエシの苗を植えた。

③�毎年秋に市からカタカゴの球根を支給される
が、今年は万葉小学校の児童が植付に参加し
てくれるということで、植える場所の選定を
行った。

【見頃】　「蝶をよぼう」と計画
して植えたヒヨドリソウが花を
咲かせ、この日、アオスジアゲ
ハ、ヒョウモンチョウ、モンキ
アゲハ、キチョウを観察。「バ
タフライガーデンへ夢をつなげ
よう」と参加者で話し合った。
【課題】　地元の子供たちが大切に守っていこう
と思ってくれるような「カタカゴの丘」の整備を、
市の協力を仰いで進めること。

ト
ヤ
マ
」
で
開

か
れ
た
。

壁
面
い
っ
ぱ

い
に
展
示
さ
れ

た
挿
絵
は
、
背

後
か
ら
照
明
が

あ
た
っ
て
光
り
、

絵
本
と
は
違
っ

た
世
界
を
演
出

し
て
来
場
者
に

感
動
を
与
え
て
い
た
。
子
供
た
ち
も
「
絵
が

光
っ
て
い
て
き
れ
い
」
や
「
光
る
絵
本
が
ほ
し

い
」
な
ど
と
話
し
て
、
大
い
に
興
味
を
示
し

て
い
た
。
８
日
は
２
回
の
朗
読
も
あ
っ
た
。

■
高
岡
市
西
条
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

〈
６
月
月
例
会
〉

▼
優
勝
＝
江
尻
正
之（
瑞
穂
町
）▼
次
勝
＝
北
悦
子

（
本
郷
）▼
３
位
＝
沢
越
利
雄
（
瑞
穂
町
）▼
４
位
＝

今
庄
信
孝（
同
）▼
５
位
＝
中
窪
良
正（
同
）▼
Ｂ
Ｇ
＝

笹
村
憲
一（
同
）

ス
ポ
ー
ツ
結
果

（
坂
林
孝
一
、
坂
林
幸
夫
、
大
井
芳
明
、
岡

田
義
廣
）▼
３
位
＝
蓮
花
寺
（
古
本
明
、
為

中
輝
司
、
岡
田
求
、
鏡
紀
数
）

■
博
労
校
下
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ
愛
好
会

〈
６
月
月
例
杯
〉

〔
男
子
の
部
〕▼
１
位
＝
岩
瀬
孝
志
▼
２
位
＝
澤
田
怜

▼
３
位
＝
二
塚
政
一
〔
女
子
の
部
〕▼
１
位
＝
岩
瀬

幸
子
▼
２
位
＝
深
澤
フ
ミ
▼
３
位
＝
潟
沼
静
子

■
平
成
29
年
度
川
原
校
下
体
育
振
興
会

　
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ
交
歓
大
会

〔
男
子
の
部
〕▼
優
勝
＝
武
部
満
寿
夫
▼
次
勝
＝
川
田

二
雄
▼
３
位
＝
塚
原
孝
史
〔
女
子
の
部
〕▼
優
勝
＝

堺
富
子
▼
次
勝
＝
総
領
て
る
子
▼
３
位
＝
向
井
和
子

■
平
米
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

〈
６
月
月
例
会
〉

▼
優
勝
＝
村
本
健
二
▼
次
勝
＝
室
谷
栄
子
▼
３
位
＝

中
川
祥
弘
▼
４
位
＝
野
村
光
夫
▼
５
位
＝
西
野
俊
夫

■
野
村
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ

〈
第
２
回
例
会
〉

▼
優
勝
＝
杉
本
齊
▼
次
勝
＝
野
田
豊
治
▼
３
位
＝
勘

坂
保
▼
４
位
＝
福
田
倫
子
▼
５
位
＝
森
喜
久
雄
▼
Ｂ

Ｂ
賞
＝
北
村
美
千
代

雷
鳴
の
轟
き
怖
く
早
寝
す
る

雷
め
犬
が
吠
え
る
わ
子
は
泣
く
わ

作
田

楓
月

雷
さ
ま
で
蓄
電
の
エ
コ
ラ
イ
フ

天
翔
る
雷
さ
ま
も
火
の
用
心

雷
鳴
に
逃
げ
ま
ど
う
猫
そ
っ
と
抱
き

雷
雲
に
急
き
立
て
ら
れ
て
ペ
ダ
ル
漕
ぐ

坂
田

悦
子

雷
の
音
引
き
連
れ
て
妻
帰
る

友
達
の
と
も
だ
ち

〈
参
考
句
〉

か
み
な
り
と
仲
良
く
な
っ
た
夏
休
み

選
者
：
川
柳
え
ん
ぴ
つ
高
岡
の
会

坂
下
清
会
長

８
月
の
テ
ー
マ
「
海
」

（
テ
ー
マ
以
外
の
投
稿
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
）

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
７
６
６-

２
３-

３
４
０
８
）・
メ
ー
ル

（m
ytow

n@
kitanippon-sc.co.jp

）で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
締
め
切
り
は
、８
月
５
日
消
印
有
効
。

７
月
の
テ
ー
マ
「
雷
」

投稿、待ってま〜す!!
写真だけでもOKです

家族の一員
ペットブログ

　僕には可愛い甥が二人います。
いつも二人の面倒を見て大変で
したが、最近遠くに引っ越し、
寂しくなりました。
　でも、もうすぐ会いに来てく
れます。世間は夏休み。だけど、
僕には忙しい季節がやってきま
す。ワクワク！

ペットブログ
子守犬のつぶやき

蓮花寺 三石知依さん宅のみるく君
ミニチュアダックス　雄（13歳）

㉒

8月は休止。次回は9月9日（土･重陽の日）に実施〔雨天中止〕
大勢の方の参加をお待ちしています。

いつもと違う旅を!
ゲストハウスYAMASHITA-YA

五箇山通信

ヒヨドリソウ

写真鑑賞と生演奏を同時に楽しむ来場者

光る絵本に囲まれて、朗読に耳を傾ける人々入賞した皆さん

五十里百橋いきいきサロン会6/19

サービスセンターの教室
エコバッグ教室

自
治
会
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

優
勝
は
蓮
花
寺
新
町

第13回

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
開
く

写
真
と
音
楽
と
建
築
の
コ
ラ
ボ

福
岡
町
荒
屋
敷
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ア
ー
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ヤ
マ

光
る
絵
本
展
に
感
動

「
え
ん
と
つ
町
の
プ
ペ
ル
」

二上山万葉植物園リポート

ミ ュ ゼ
ふくおか
カメラ館




